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１ 総 括

１－１ 業務の概要

近年の技術革新の進展や著しい技術の先端化に伴い，公設試験研究機関においては研究開発，技術支援の高度化

がますます強く要請されている。このため，地域産業の「技術的拠りどころ」としての機能を果たしていくために

は，生産・加工システム，地域資源の高度利用，新素材・新材料，バイオ・食品，人間・環境・デザイン及び電子

・情報などの研究開発が不可欠であり，これらの研究開発を推進することによって，技術水準の高度化を促進し，

地域資源や開発した技術の活用による新製品・新商品の開発を行い，新たな産業興しを図る必要がある。

業務の概要としては，県内中小企業を主対象とする技術相談・支援業務，依頼分析・試験業務及び工業技術に資

する研究開発業務を主要業務とするほか，ＪＯＩＳ，ＰＡＴＯＬＩＳなど技術情報データベースのオンライン検索

による情報提供，センター独自のシステムである全国工業系国公立試験研究機関の研究報告をデータベース化した

研究報告サービスシステム「メビウス」，情報配信サービス「ＫＩＴ－ｅｎｅｗｓ」等地域企業への情報提供業務

の強化に努めている。また，インターネットのホームページを活用して積極的に情報発信を行っている。平成10年

７月には，地域企業の独創的な技術開発や成長分野への展開を円滑に推進し，産学官が自由に設備を利用できる開

放型の支援施設「Ｒ＆Ｄ支援センター」が開所した。

１－２ 組織と業務

庶 務 部
(1) 庶務一般に関すること。

(2) 他部の所管に属しないこと。

企 画 情 報 部
(1) 試験研究及び技術指導の企画及び総合調整に関すること。

(2) 工業技術に関する情報の調査研究及び提供に関すること。

(3) 国，地方公共団体，大学，企業等との連絡調整に関すること。

デ ザ イ ン ・ 工 芸 部
(1) 工業製品及び工芸品に関するデザインの開発研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 工芸品の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 工業製品及び工芸品に関し，依頼に応じて行うデザイン設計に関すること。

食 品 工 業 部
(1) 食品工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 微生物及び動植物細胞の食品工業的利用に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 食品に関し，依頼に応じて行う分析及び試験に関すること。

化 学 ・ 環 境 部
(1) 化学及び環境関連工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 繊維及び染色に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 化学に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。

素 材 開 発 部
(1) 窯業及び金属工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 新素材及び複合材料の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 窯業及び金属に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。

機 械 技 術 部
(1) 機械工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 機械に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び検査測定に関すること。

電 子 部
(1) 電子技術に関する試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 情報処理技術及び通信技術の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(3) 電子機器に関し，依頼に応じて行う試験及び検査測定に関すること。

木 材 工 業 部
(1) 木材工業の試験研究，調査及び技術指導に関すること。

(2) 木材に関し，依頼に応じて行う分析，試験及び加工に関すること。
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１－３ 沿 革

大正１２年 昭和２１年 昭和２４年 昭和２８年 昭和４３年 昭和６２年

工業試験場 工芸指導所 工業試験場 工業試験場 工業試験場 工業技術センター

機械金属技術指導センター

木材工業試験場

大正１２年 ４月 鹿児島市高麗町に工業試験場を設立し，染色，機織の２部を設置

昭和 ４年 ６月 鹿児島市原良町に移転

原料糸検査，醸造，玉糸製糸，撚糸，図案の各部を増設

昭和１５年 ４月 窯業部を増設

昭和１７年 １月 木工，化学部を増設

昭和２１年 ４月 工業試験場に木工養成所を併設

昭和２１年１２月 工芸指導所と改称し，庶務，化学，窯業及び工芸振興の４部に改編

昭和２３年 １月 竹工部を増設

昭和２４年 ４月 工業試験場と改称し，庶務，化学，及び工芸（木工，竹工，窯業）に改編

昭和２６年 ４月 発酵工業部を新設

昭和２７年 ４月 工芸部より木竹工部を分離・新設，揖宿郡指宿町（現 指宿市）に指宿分場を設置

昭和２８年 ４月 木竹工部と木工養成所を工業試験場より分離して木材工業試験場を設置

昭和３４年１１月 鹿児島市武町に移転

昭和３８年 ６月 指宿分場を廃止

昭和３９年 ４月 工芸部を窯業部に改め，化学部に機械金属班を設置

昭和４３年 ２月 工業試験場の新庁舎竣工

昭和４３年 ８月 機械金属班を分離して鹿児島市宇宿町に機械金属技術指導センターを設立

昭和４８年 ３月 鹿児島市東開町に木材工業試験場を移転

昭和６２年１２月 工業試験場，機械金属技術指導センター及び木材工業試験場を再編・統合し，現住所に工業

技術センターを設立，庶務，企画情報(室)，デザイン開発(室)，食品工業，化学，窯業，機

械金属，電子，木材工業の２室７部に改編

平成 ８年 ４月 組織改編により庶務，企画情報，デザイン・工芸，食品工業，化学，素材開発，機械技術，

電子，木材工業の９部制発足

平成 ９年 ３月 知的所有権センター開所

平成 ９年１２月 システム技術開発センター開所

平成１０年 ７月 Ｒ＆Ｄ支援センター開所

平成１３年 ４月 化学部を化学・環境部に改編
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１－４ 機 構

１ － ４ － １ 組 織 と 職 員 配 置
（平成１４年４月１日現在）

所 長(技) 副所長(技) 庶 務 部 総務課長(事)桃木野 幸 一

水元 弘二 泊 誠 部 長(事) 永野 政博 総務係長(事)坂 上 弘 明

主 事 田 中 恵美子

主 事 米 田 多 恵

運 転 技 師 原 良 一

企画情報部 主任研究員 村 田 博 司

部 長(技) 伊藤 博雅 〃 山之内 清 竜

〃 瀬戸口 正 和

〃 牟 禮 雄 二

非常勤職員 杉 尾 孝 一

デザイン・工芸部 所 付 恵 原 要

部 長(技) 寺尾 剛 主任研究員 中 村 寿 一

〃 藤 田 純 一

研 究 員 桑原田 聡

技術補佐員 澤 崎 ひとみ

食品工業部 主任研究員 髙 峯 和 則

部 長(技) 間世田 春作 〃 鵜 木 隆 文

〃 鮫 島 陽 人

研 究 員 安 藤 義 則

技術補佐員 亀 澤 浩 幸

〃 下 野 かおり

化学・環境部 主任研究員 森 田 慎 一

部 長(技) 神野 好孝 〃 西 元 研 了

〃 向 吉 郁 朗

〃 安 藤 浩 毅

〃 吉 田 健 一

研 究 員 小 幡 透

技術補佐員 古 川 郁 子

〃 西 和 枝

素材開発部 主任研究員 中 村 俊 一

部 長(技) 濵石 和人 〃 袖 山 研 一

研 究 員 吉 村 幸 雄

〃 瀬 知 啓 久

〃 松 田 豪 彦

機械技術部 主任研究員 市 来 浩 一

部 長(技) 森田 春美 〃 南 晃

〃 岩 本 竜 一

研 究 員 湯之上 翼

電 子 部 主任研究員 仮 屋 一 昭

部 長(技) 永吉 弘己 〃 尾 前 宏

〃 上 薗 剛

木材工業部 主任研究員 山 角 達 也

部 長(技) 田中 耕治 〃 福 留 重 人

〃 日 髙 富 男

研 究 員 森 園 眞 子
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１ － ４ － ２ 職 員 現 況 表 （平成１４年４月１日現在）

区 分 事 務 職 技 術 職 現 業 職 計 非常勤職員 備 考

庶 務 部 5 2 1 8 所長・副所長を含む

企 画 情 報 部 5 5 1

5 1 6デザイン･工芸部

食 品 工 業 部 5 2 7

化学・環境部 7 2 9

素 材 開 発 部 6 6

機 械 技 術 部 5 5

電 子 部 4 4

木 材 工 業 部 5 5

計 5 44 6 55 1

１ － ４ － ３ 人 事 異 動 （平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日）

発令年月日 氏 名 旧 任 新 任 備 考

H14. 4. 1 岩城 康博 庶務部総務課長 加治木総務事務所会計課主幹 転 出

下田平 薫 庶務部総務係長 熊毛支庁財務課主幹(兼)管理納税係長

吉村 浩三 企画情報部主任研究員 川内保健所衛生課食品衛生係長

新村 孝善 企画情報部主任研究員 商工政策課技術主査

笠作 欣一 化学・環境部主任研究員 隼人保健所技術主査

久保 敦 電子部主任研究員 工業振興課技術主査

岩屋あまね 食品工業部研究員 生活衛生課衛生技師

松永 雅代 庶務部主事 大島病院主事

田中 耕治 商工観光労働部参事付 木材工業部長 転 入

桃木野幸一 大隅土木事務所主幹(兼)総務係長 庶務部総務課長

坂上 弘明 鹿児島総務事務所主査 庶務部総務係長

村田 博司 東京事務所(文部科学省)技術主査 企画情報部主任研究員

牟禮 雄二 ｾﾝﾀｰ( )主任研究員 企画情報部主任研究員かごしま産業支援 国分市駐在

田中恵美子 林務水産部漁港課主事 庶務部主事

松田 豪彦 ｾﾝﾀｰ( )研究員 素材開発部研究員かごしま産業支援 国分市駐在

吉田 健一 素材開発部主任研究員 化学・環境部主任研究員 所内異動

H15. 3.31 水元 弘二 所長 退 職

泊 誠 副所長
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１－５ 規 模

１ － ５ － １ 土 地 ・ 建 物
２土 地 面 積 60,889.02 ｍ
２建物延べ面積 16,580.17 ｍ

面 積 内 訳
区 分

（単位 ） 階別 面積（単位 ） 備 考ｍ ｍ２ ２

地階 911.49 機械室，中央監視盤室 他

庶務部，企画情報部，会議室
管 理 研 究 棟 １階 2,884.14 研究員室，ショールーム

知的所有権センター 他

デザイン･工芸部，食品工業部
鉄筋コンクリート造 9,790.29 ２階 3,097.77 化学･環境部，素材開発部

電子部，電子計算機室
地 下 １階

デザイン･工芸部，化学･環境部
地 上 ３階 ３階 2,540.82 素材開発部，機械技術部

木材工業部，Ｒ＆Ｄ支援センター

棟屋 356.07 機械室

食品・化学実験棟 656.10 １階 656.10 食品工業部，化学・環境部

実 験 棟 窯 業 実 験 棟 951.35 １階 951.35 デザイン･工芸部，素材開発部

機械金属実験棟 1,640.25 １階 1,640.25 素材開発部，機械技術部
鉄 骨 造

デザイン･工芸部，化学・環境部
平 屋 建 木材工業実験棟 1,541.84 １階 1,541.84 素材開発部，木材工業部

システム技術開発センター 産学官共同研究室
木造(一部鉄筋コンクリート造) 1,058.51 １階 1,058.51 実験シミュレーション室
平 屋 建 制御測定室，試作研究室

そ の 他 付 属 棟 941.83 941.83 浄化槽機械室，車庫 他

１ － ５ － ２ 配 置 図

食品化学
実験棟

窯業
実験棟

機械金属
実験棟

木材工業
実験棟

管理研究棟

駐車場

駐車場

駐車場

調整池

ソフトボール場

テニスコート

蒸発散施設

県道

システム
技術開発
センター
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１－６ 決 算

１ － ６ － １ 歳 入 （単位：円）

款 項 目 収 入 額 備 考

使 用 料 商 工 使 用 料 1,094,440
使用料及び手数料

手 数 料 商 工 手 数 料 5,764,451

国 庫 支 出 金 委 託 金 商 工 費 委 託 金 32,054,000

物 品 売 払 収 入 0
財 産 収 入 財 産 売 払 収 入

生産物売払収入 484,000

県 預 金 利 子 県 預 金 利 子 0

諸 収 入 受 託 事 業 収 入 商工受託事業収入 3,906,950

雑 入 雑 入 1,648,613

合 計 44,952,454

１ － ６ － ２ 歳 出 （単位：円）

款 項 目 支 出 額 備 考

総 務 費 総 務 管 理 費 人 事 管 理 費 315,449 人事課

農 林 水 産 業 費 林 業 費 林業振興指導費 348,953 林業振興課

工 業 振 興 費 150,246 工業振興課

商 工 費 工 鉱 業 費 中小企業振興費 420,112 工業振興課

工 業 試 験 場 費 407,776,012 工業振興課

合 計 409,010,772 （人件費を含まず）

１ － ６ － ３ 補 助 事 業 等

補助事業等 事 業 費 補助 補 助 額 交付決定
補助事業等の名称 事 業 名 備 考

の 区 分 （千円） 率 （千円） 年 月 日

国 庫 補 助 中小企業技術開発産学 機械加工部品不良センシン 982 1/2 491 14. 6.27
官連携促進事業 グ技術に関する研究
（中小企業庁）

〃 〃 高速切削における工具挙動 4,420 1/2 2,210 14. 6.27
（ 〃 ） の可視化技術の開発

〃 地域産業集積中小企業 川辺仏壇製造技術を活かし 1,809 1/2 903 14. 7. 5
等活性化補助金に係る た新商品のデザイン開発研
関連機関支援強化事業 究及び試作
（中小企業庁）

受 託 食糧自給率向上のため かんしょを用いた発酵製品 1,416 1/1 1,414 14.10.30
の21世紀の土地利用型 の実用化
農業確立に関する総合
研究
(独立行政法人農業技
術研究機構）

〃 即効型地域新生コンソ 黄銅スクラップの脱鉛技術 1,368 1/1 1,365 14.10. 7
ーシアム研究開発事業 の開発と鉛フリー水道器具
(株式会社鹿児島総合 への実用化
研究所）

〃 即効型地域新生コンソ マイクロカプセル化技術を 1,136 1/1 1,112 14.10. 8
ーシアム研究開発事業 応用した機能性製剤製造シ
(財団法人九州産業技 ステムの開発
術センター）

〃 科学技術総合研究 循環型社会システムの屋久 32,057 1/1 32,054 14. 4. 1
「科学技術振興調整費 島モデルの構築
先導的研究等の推進
（自然科学と人文・社
会科学との総合的な研
究開発）」
（鹿児島大学）
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補助事業等 事 業 費 補助 補 助 額 交付決定
補助事業等の名称 事 業 名 備 考

の 区 分 （千円） 率 （千円） 年 月 日

受 託 先端技術を活用した農 木質建材の化学物質吸着・ 1,431 1/1 1,430 14.10.23
林水産研究高度化事業 脱着特性の解明
（独立行政法人森林総
合研究所）

競 輪 補 助 自転車等機械工業振興 工業技術センター機器整備 47,004 1/2 23,502 14. 5.16
事業・公設工業試験研 事業
究所設備拡充補助事業
(日本自転車振興会）

合 計 91,623 64,481

）１－７ 会議等への参加（件数

試験研究機関連絡会議 7 2 5 9 8 3 7 4 5 50

学 会 2 0 0 5 9 3 3 4 4 30

研 究 会 ・ 講 習 会 5 14 4 14 19 1 21 20 25 123

そ の 他 37 16 20 12 44 14 5 12 21 181

庶務部は所長・副所長を含む※

１－８ 設 備

平成１４年度に設備した機器（重要物品）は，以下のとおりである。

部 名 機 器 名 型 式 メ ー カ ー 名 備 考

食品工業部 遺伝子解析装置 Tｸﾞﾗｼﾞｪﾝﾄ バイオメトラ社

化学・環境部 水熱反応処理装置 － アジア理化器㈱ 受 託

糖類分析システム DXc-500 日本ダイオネクス㈱ 受 託

シーケンサー PLC KV-700ｼﾘｰｽﾞ ㈱キーエンス 受 託

水蒸気蒸留装置 － ㈱フジヤマ 受 託

機械技術部 加工監視･適応制御システム XV-1000 ㈱キーエンス 国 補

非接触画像測定機 Ultra QVH350-PRO ㈱ミツトヨ 競 輪 補

ビッカース硬さ試験機 AAV502 ㈱アカシ 競 輪 補

デジタルマイクロスコープ VH-8000 ㈱キーエンス 競 輪 補

サーボ型低域振動計 GPL-401 ㈱アカシ 競 輪 補

複合劣化促進試験機 MIT-692-1-12 ㈱マルイ 競 輪 補

（注） 国 補 － 国の補助を受けて購入したもの
競 輪 補 － 競輪の補助金（日本自転車振興会からの交付）により購入したもの
受 託 － 中小企業総合事業団などからの受託事業で購入したもの
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